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AED設置事業と普通救命救急講習を実施 

神奈川県遊技場協同組合（理事長：平川正寿）と神奈川福祉事業協会（会長：平川正寿）は、

社会貢献活動の一環として、地域社会との共生を目指し、自治体の安全・安心まちづくり対策を

支援するため、407 か所のパチンコ・パチスロ店に AED（自動体外式除細動器）を設置いたし

ました。 
これに伴い、神奈川県遊技場協同組合会館での講習を皮切りに 10 月 24 日から従業員をはじめ

市民の希望者を対象とした普通救命救急講習を計画的に実施しております。 
この AED はいずれ組合員全店舗に設置することを目指しておりますが、どなたでも利用する

ことができます。現在まで 407 店舗（65%）に設置しました。私たちは「駆け込み寺」的存在を

目指しています。 

1. AED の設置場所 県内の各パチンコ・パチスロ店（店舗の見易い所に表示してあります） 

2. 講習の実施期日 平成 20 年 10 月 24 日から継続して実施中 

3. 講習の実施機関 日本赤十字社神奈川県支部及び各市の消防署 

4. 講習の実施場所 神奈川県遊技場協同組合会館、各市の消防署 

5. 講習の受講者 AED 設置のパチンコ・パチスロ店従業員及び市民からの希望者 
＊一般市民からの受講希望も受け付けております。 

   

     
  平川理事長のあいさつ              人形を使用しての心肺蘇生の練習 

        
  講師の丁寧な指導のもと、参加者のみなさんは熱心に技術の習得をされておりました。 
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